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　小谷村は 2010 年の国勢調査では，人口 3,221 人，1,250 世
帯，高齢化率 35% と報告されており，世帯数に大きな変動
はないが，人口は 1960 年以降減少5） を続けている（図 2）。





　小谷村住民基本台帳6） によると，伊折集落は 2012 年 12





り，1958 年に南小谷・北小谷・中土の 3 村が合併した。
　小谷村は 1967 年 12 月に全域が振興山村指定をうけ，

























2000 年に 50% を超え，2006 年に一旦下がり，2008 年に























　伊折集落には，1649 年（寛永 2 年）の検地記録が残され
ている11） ことから，江戸時代には成立していた集落である































　各世帯の経済状況は，9 世帯中 5 世帯で後継者が同居し























注）1976 年（小谷村 1,413 世帯，伊折集落 18 世帯）を
100% として算出
図 4　小谷村─伊折集落人口推移の比較




















































































9）　伊折集落で 65 歳以上が居住者数の 50％を超えたのは 2000
年からであり，現在 65～75 歳までが 3 名，76～85 歳まで





































　　The findings are negative  for our hypothesis.   We revealed that  they had not been supported by 
relatives outside the community.
Key words：marginal community, family structure, home range
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